






































































































































































































































































b_8 あなたの話をじっくりと聞いてくれますか .700 −.108
b_16 あなたが怖がっている時には，安心させてくれますか .668 .179
b_14 あなたの心配事を分かってくれようとしますか .627
b_6 少しの怪我でもとても心配して手当をしてくれますか .584
b_17 自分のことは我慢して，あなたのためにしてくれることがよくありますか .557 −.156
b_4 あなたを立派な人にするために，どんなことでもしようとしますか .546
b_7 あなたに相談せずに，いろいろなことを決めますか .751


















































親密な関係 2 1.37 0.48
希薄な関係 2 0.64 0.55
共感性 2 1.25 0.46
信頼性 2 1.52 0.49
自己開示 2 0.95 0.42
Table 3．尺度の得点間の相関関係
全体（N＝116）
親密な関係 希薄な関係 共感性 信頼性 自己開示
親密な関係 −.16 .27** .73*** .42***
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